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八郎潟町はウエイトリフティング競技会場です。

2006 八郎潟町誕生

50周年

石井浩郎さんが小中学生を指導
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sホームページ http://www.town.hachirogata.akita.jp

2006 八郎潟町誕生

50周年

　10月８日、本町出身の元プロ野球選手　石井浩郎さんを迎え、八郎潟小学校、八郎潟中学
校のこどもたちを対象に弁天球場において野球教室が行われ、子どもたちは真剣に取り組
んでおりました。
　また、午後からは町民体育館で「スポーツ（野球）から学んだこと」と題し講演が行われ、中・
高・大学生の頃の話など、石井さんの人柄のでる講演会となりました。

八郎潟町誕生50周年記念事業

　　第10回スポーツフェスティバル（人権啓発事業）

石井浩郎さんが小中学生を指導

みんなで成功させよう
第62回 国民体育大会ウエイトリフティング競技リハーサル大会
11月２日～５日
第１会場　八郎潟中学校体育館　第２会場　八郎潟町町民体育館
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つ
い
に
来
た

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド（
超
高
速
通
信
網
）

　
　
　
光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
始
ま
る
！

光ケーブル誘致までの経緯

　
町
で
は
、
八
郎
潟
町
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
推
進
協
議
会
（
会
長 

石
井 

裕
）
と
と
も
に
光
ケ
ー
ブ
ル
の
誘
致
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
月
３
日
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
支
店
（
支
店
長 

青
木
清

児
）
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
や
協
力
が
つ
い
に
実
り
、
10
月
12
日
か
ら

光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
開
始
、
12
月
15
日
か
ら
段
階
的
に
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　現在は、インターネットを利用することにより、自宅
にいながら様々なショッピングや、新幹線や航空券の予約、
証券取引など、あらゆるサービスを受けることができます。
　今後、光ケーブルの普及に伴い映像や音声などの、大
容量のデータを使ったまったく新しいサービスが次々と
登場し、既存のサービスも映像や音声の力を得てまった
く変わったものになると考えられており、産業・経済・
医療・福祉・行政・教育・防災など様々な分野の発展が
望めます。よってこれらは、私たちの生活水準を向上さ
せる効果が期待できるのです。
　また、地元物産の無店舗販売や、観光情報などを十分
に発信できることから、地場産業の活性化に寄与できます。

　なにより、少子高齢化の進む地方市町村においては、
これらの通信技術を受け入れて利用することにより、都
市部と変わらないサービスをうけることができるため、
その増分効用は大きいものと考えられます。

�H18．1．12�光ブロードバンドを促進するための発起

� �人会設立

� �（町内企業・観光協会・医療福祉・金融

� �農協・PTA・教育・郵政・行政など）

� ２．16�第１回光ブロードバンド推進協議会

� ５．12�第２回光ブロードバンド推進協議会

� ６．28�要望書兼仮申込書373枚をNTT秋田支店

� �へ手渡す

� ７．14�第３回光ブロードバンド推進協議会

� 10．３�NTT秋田支店より要望書の回答

� 10．12�光ケーブル工事開始

� 10．17�第４回光ブロードバンド推進協議会

� 12．15�光サービス開始

光ケーブルが来ると圧倒的な速さと量の情報のやりとり

ができるようになります（情報運びイメージ図）

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド（
超
高
速
通
信
網
）

　
　
　
光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
始
ま
る
！

つ
い
に
来
た

光ケーブルがとおれば
こんなことが便利になりますよ

▲光ケーブル工事の様子
（一日市地区）

▲青木支店長（左）より回答を受け取る
土橋町長（中央）と石井会長（右）

情報運びのイメージ図

これからの八郎潟町 現在の八郎潟町

� 光ケーブルサービス� ADSL� ISDN

� 720Km/h� 90Km/h� 8Km/h
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2010年度へ向けた高速・超高速通信網（ブロードバンド）の整備計画（総務省）

光サービスの提供は次の日程ではじまります

2010年度へ向けた高速・超高速通信網（ブロードバンド）の整備計画（総務省）

光サービスの提供は次の日程ではじまります

　日本ではu-Japan（ユビキタスネット・ジャパン）戦略として、2010年にはあらゆる人や物が簡単にコンピュー

ターネットワークにつながる社会を目指し、ブロードバンド（高速・超高速通信回線）の世帯カバー率を100％に、

その内、超高速通信については90％を目標としています。

◎平成18年12月15日（金）～
　提供住所

　字蒲沼、字大道、夜叉袋（字一向堂、一本木）、字イカリ、字一日市、字下川原、字中久保、字昼根下、字嶋ノ内

◎平成19年１月10日（水）～
　提供住所

　真坂（字石塚、字大沢、字沢田、字鳥越、字古屋敷、字三倉鼻、字大川作、字大道下、字鳥屋崎、字南真坂、字別当田、

　字新田家ノ下）、川崎（字嘉美、字貝保、字高田、字谷地、字昼寝、字前川原）、浦大町（字豊坂、字脇平、字イカリ、

　字塞ノ神、字鳥屋崎、字天道田、字里ヶ久、字善知鳥坂）、字中田、字中嶋、小池（字前田、字中嶋、字萱戸家、字梨ノ木、

　字桑ノ木関ノ沢）、夜叉袋（字沖谷地、字下昼寝、字後谷地、字松ノ木、字大嶋田、字中羽立、字中嶋田、字梨子ノ木）、

　字家ノ後、字上昼根、字上沖谷地

　光ケーブル誘致に伴い、多くの業者が町にはいって

きております。私たちは「光ケーブルのサービスを選

択できる」のであって、利用は強制的・義務的なもの

ではありません。「よく分からない」「説明に不安が

ある」などの場合は契約を避けましょう。悪質なセー

ルスはすぐに警察や役場などにご連絡ください。

　すでに契約された方でも、サービスを受ける前であ

れば契約を解除できます。

　トラブルを防ぐため、ご利用になられる方は納得し

た上で契約をお願いします。

光サービスの提供は次の日程ではじまります

契約は慎重に！ ブロードバンド説明会

「光ブロードバンドってなあに？
 私たちの生活はどう変わっていくのか？」

2010年度へ向けた高速・超高速通信網（ブロードバンド）の整備計画（総務省）

2010年度までの整備目標（世帯カバー率）
　㈰全国でブロードバンドが使えない世帯をゼロにする。（100％カバーする）
　㈪全国で超高速通信網が利用できる世帯を90％以上とする。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

　
　
　
世
帯
カ
バ
ー
率

� 2006� 2007� 2008� 2009� 2010

94％（4,733万世帯）� 98％程度 100％

90％80％（4,015万世帯）� 86％程度

目標㈰　　　

全 体
（高速・超高速）

目標㈪　　　

超高速
（内　数）

　パソコンを利用したことのない方にもわかりやす

く説明いたします。分からない事はどんどん質問し

てください。どなたでも参加できます。

◎日　時　11月11日（土）　午前10時～11時

◎場　所　町農村環境改善センター多目的ホール

◎説　明：ＮＴＴ秋田支店

◎参加費　無　料

◎問い合わせ先

　八郎潟町光ブロードバンド推進協議会事務局

　役場総務課内　1875－5801
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八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
記
念
式
典

盛
大
に
開
催

　
９
月
30
日
、
八
郎
潟
町
中
学
校
体
育
館
を
会
場

に
八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
広
報
八
郎

潟
10
月
号
に
お
い
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
回
は
式
典
、
記
念
講
演
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
は
じ
め
に
八
郎
潟
町
名
誉
町
民
と

し
て
鷲
谷
澄
夫
氏
へ
町
民
称
号
記
、
名
誉
町
民
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
鷲
谷
氏
は
、
本
町
出
身
、
現

在
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
整
形
外
科
病
院
を
開
業
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
八
郎
潟
町
表
彰
条
例
に
お
け
る
表
彰
が

行
わ
れ
、
有
功
者
４
名
、
功
労
者
６
名
、
50
周
年

表
彰
者
２
名
・
１
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
土
橋
町
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
安
田

敏
雄
さ
ん
が
謝
辞
を
行
い
、
最
後
に
町
民
歌
を
斉

唱
し
て
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
　
小
山
　
径
氏
よ
り
「
楽
し
い
会
話
、

明
る
い
ふ
る
さ
と
〜
ち
ょ
っ
と
得
す
る
会
話
術
〜
」

（
人
権
啓
発
事
業
）
と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
お
話
に
出
席
者
の
皆
さ
ん
は

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行
わ
れ
た
、
秋
田
県

警
察
音
楽
隊
と
八
郎
潟
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合

同
演
奏
は
、
当
日
は
じ
め
て
合
わ
せ
た
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
県

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
は
、
と
て
も
激

し
い
動
き
で
あ
り
な
が
ら
正
確
で
あ
り
、
迫
力
あ

る
マ
ー
チ
ン
グ
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
、
大
盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
。

八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
記
念
式
典

盛
大
に
開
催

▲講演する小山さん

▲講演中に土橋町長にインタビュー ▲警察音楽隊の美声

警察音楽隊のマーチングドリル

八中吹奏楽部と警察音楽隊との合同演奏
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第
10
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
記
念
事
業

第
10
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
10
月
８
日
、
中
羽
立
運
動
公
園
全
域
で
第
10
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
天
候
は
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り

の
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
思
い
思
い

の
ス
タ
イ
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
体
育

協
会
員
が
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、
お
互
い
の
親
睦
を
図
る
と

と
も
に
健
康
維
持
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
と
も
重
な
り
、
本
町
出
身

の
元
プ
ロ
野
球
選
手
石
井
浩
郎
さ
ん
を
迎
え
、
午
前
は
弁
天
球

場
に
お
い
て
小
・
中
学
生
へ
の
野
球
教
室
、
午
後
か
ら
は
、
講

演
会
が
行
わ
れ
、
多
数
の
参
加
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
、
第
４
回
全

町
な
わ
と
び
大
会
が
町
民

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
園
児
か
ら
一

般
ま
で
約
７
７
０
名
が
参
加
。

昨
年
よ
り
も
２
倍
近
い
参

加
者
が
あ
り
、
一
回
旋
一

跳
躍
、
二
重
跳
び
、
チ
ー

ム
ロ
ー
プ
な
ど
の
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
各
種
目
優
勝
者
《
敬
称
略
》

※
（
　
）
内
は
跳
ん
だ
回
数
で
す
。

※
新
は
大
会
新
記
録
で
す
。

☆
一
回
旋
一
跳
躍
（
２
分
間
）

幼

稚

園
　
こ
ん
ど
う
た
け
と
(230)

保

育

園
　
伊
藤
　
佑
樹
(238)
新

小
学
１
年
　
三
戸
　
珠
希
(260)

小
学
２
年
　
遠
藤
む
つ
き
(310)
新

小
学
３
年
　
畠
山
　
　
悠
(83)

小
学
４
年
　
安
田
　
有
希
(312)

小
学
５
年
　
嶋
崎
　
大
地
(364)
新

小
学
６
年
　
伊
藤
　
駿
平
(315)

中
１
男
子
　
渡
部
　
昌
樹
(347)

中
１
女
子
　
小
　
千
絵
佳
(300)

中
２
男
子
　
小
野
　
幸
平
(393)
新

中
２
女
子
　
須
田
妃
香
理
(315)

中
３
女
子
　
工
藤
　
澄
玲
(245)
新

一
般
男
子
49
歳
未
満
　
舘
岡
　
晴
希
(290)

一
般
女
子
49
歳
未
満
　
畠
山
　
裕
子
(367)

一
般
男
子
50
歳
以
上
　
渡
部
喜
代
志
(172)

☆
二
重
跳
び
（
１
分
間
）

小
学
２
年
　
遠
藤
む
つ
き
(45)

小
学
３
年
　
畠
山
　
　
悠
(12)

小
学
４
年
　
小
玉
　
愛
海
(75)

小
学
５
年
　
青
山
　
　
潤
(98)

小
学
６
年
　
伊
藤
　
駿
平
(78)

中
１
男
子
　
金
　
　
征
生
(82)

中
１
女
子
　
渡
辺
美
早
紀
(67)

中
２
男
子
　
小
野
　
幸
平
(101)

中
２
女
子
　
須
田
妃
香
理
(91)

一
般
男
子
49
歳
未
満
　
北
嶋
　
雄
介
(69)

一
般
女
子
49
歳
未
満
　
石
川
め
ぐ
み
(87)

☆
チ
ー
ム
ロ
ー
プ
（
６
人
編
成
）

　
　
　
　
　
※
回
数
は
、
２
回
の
合
計

・
低
学
年
（
小
１
・
２
年
）
の
部

　
２
年
生
チ
ー
ム
(22)

・
中
学
年
（
小
３
・
４
）
年
の
部

　
ミ
ラ
ク
ル
フ
ァ
イ
ト
チ
ー
ム
(21)

・
高
学
年
（
小
５
・
６
年
）
の
部

　
八
小
野
球
部
６
年
金
敬
介
チ
ー
ム
(48)

・
中
学
校
男
子
の
部

　
八
中
野
球
部
Ａ

　
　
　
　
　
　
松
田
健
悟
チ
ー
ム
(345)
新

・
中
学
校
女
子
の
部

　
八
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
相
馬
夏
実
チ
ー
ム
(180)
新

・
一
般
男
子
の
部

　
八
郎
潟
青
年
者
異
業
種
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
メ
ビ
ウ
ス
チ
ー
ム
(44)

・
一
般
女
子
の
部

　
は
っ
ぴ
ぃ
ー
Ｂ
斉
藤
チ
ー
ム
(54)

第
４
回 

全
町
な
わ
と
び
大
会

八
郎
潟
町
誕
生
50
周
年
記
念
事
業

第
10
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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第46回産業文化祭
八郎潟町誕生50周年記念事業

産業部門受賞者の皆さん（敬称略）

八郎潟町誕生50周年記念事業

第46回産業文化祭
～天候にも恵まれ大盛況～

舞台発表

イベント

10月21日～22日

ベルヴィエントスミニコンサート
＆舞踊家千田郁代

　第46回産業文化祭が、10月21日から22日までの２
日間、町農村環境改善センターと町保健センターを主
会場にして開催されました。
　開催期間中は、日頃の創作活動などで完成させた様々
な作品や昨年は開催しなかった農産物の展示が行われ
ました。農産物は、今年、台風などがなかったことも
あり、一昨年と比べ出品数も増えた展示となりました。
また、町内企業による展示・販売や野菜・バラ・マガ
モ肉の即売会、南秋つくし苑や大道ガレージ通り、シ
ルバー人材センターなどの出店がありました。
　21日には、カラオケ発表会、22日には各団体による
舞台発表会が行われ大いに盛り上がりました。

◆農産物展（出品総数　82点）
　＜県知事賞＞
　　めんこいな　26区　桜庭吉友
　＜農協中央会長賞＞
　　長ねぎ　　　22区　北嶋正治
　＜八郎潟町長賞（奨励賞）＞　
　　へちま　　　16区　村井昌子
　　白菜　　　　26区　桜庭マツエ
　　ほうれん草　18区　小玉功一郎
　　長ねぎ　　　20区　千田房子
　　ごぼう　　　20区　千葉　清
　　レタス　　　23区　北嶋ヤエ
　　かぼちゃ　　22区　北嶋繁雄
　　大根　　　　22区　斎藤嘉胤
　　人参　　　　22区　斎藤栄子
　　キャベツ　　22区　斎藤栄子
　　つるむらさき　15区　村井康子

　　長いも　　　　15区　村井忠一郎
　　じゃがいも　　26区　小野文枝
　　さつまいも　　26区　小野文枝
　　株大豆　　　　15区　村井忠一郎
　　柿　　　　　　11区　一関タケノ

◆農産物加工・米消費拡大展
　　　　　　　　　（出品総数３点）
　＜あきた湖東農協組合長賞＞
　　ライスドック　７区　畠山枝美子
　＜八郎潟町長賞（奨励賞）＞
　　おやき　　　３１区　小野弘子
　　手巻き寿し　JAあきた湖東女性部７区支部

◆ふれあい農園展（出品総数12点）
　＜八郎潟町長賞（奨励賞）＞
　　ヤーコン　　１３区　伊藤鎭雄

～天候にも恵まれ大盛況～10月21日～22日

第46回産業文化祭
八郎潟町誕生50周年記念事業

産業部門受賞者の皆さん（敬称略）

舞台発表

イベント

ベルヴィエントスミニコンサート
＆舞踊家千田郁代
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八郎潟町人事行政の運営状況のお知らせ八郎潟町人事行政の運営状況のお知らせ

�１．人件費の状況　　　　　　　　　　　　　　　 （平成17年度一般会計決算歳出に占める人件費の割合）

※この人件費には特別職の給料・報酬を含みます。

八郎潟町人事行政の運営状況のお知らせ
　「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、八郎潟町職員の給与等の実態について町民の皆さん
に概要をお知らせいたします。

住民基本台帳人口
（平成18年３月31日現在）

7,194人

歳出額
Ａ

286,733万円

人件費
B

55,919万円

人件費率
（B／Ａ）

19.5%

�７.職員手当の状況
㈰期末・勤勉手当      （平成18年４月１日現在）

※支給割合は国と同じです。

区分

期末手当

勤勉手当

区分

部門

普通会計

一般行政

特別行政

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

農　　林

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

水　　道

下 水 道

そ の 他

公営事業

合　　計

企業会計

合　　計

合　計

職員数

平成16年度

2

21

6

4

7

6

1

4

51

15

66

4

2

5

11

77

2

18

6

4

6

6

1

4

47

15

62

4

2

5

11

73

2

17

5

5

5

5

1

3

43

15

58

4

2

5

11

69

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

△ 1

△ 1

1

△ 1

△ 1

－

△ 1

△ 4

0

△ 4

－

－

－

－

△ 4

平成17年度 平成18年度 平成17年度 平成18年度

対前年度増減数

６月期

1.40月分

0.725月分

�８.特別職の給料等の状況　　　　　　　 （平成18年４月１日現在）

区分

町　長

助　役

教育長

630,000円

503,000円

486,000円

議　長

副議長

議　員

242,000円

223,000円

214,000円

６月期

12月期

　計

1.40月分

1.60月分

3.00月分

給料（月額）

�９.部門別の職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年４月１日現在）

区分 給料（月額） 期末手当

12月期

1.60月分

0.725月分

計

3.00月分

1.45月分

㈪退職手当　　　　　　　　　　　　   （平成18年４月１日現在）

※退職手当は、退職したときの給料月額に上記の支給割合を乗じて支給されます。

※管理職を除きます。

※職員数は、臨時または非常勤職員を含みません。

区分

自己都合

勧奨・定年

支給総額

4,797,455円

職員１人当たり平均支給額

72,689円

勤続20年

23.500月分

30.550月分

㈫退職手当 （平成18年４月１日現在）

扶養手当

配偶者
配偶者以外の２人
目まで

配偶者が扶養でな
い場合１人目の子等

配偶者がいない場
合１人につき

その他１人につき
高校生等の加算額
１人につき

借家の場合の支給
限度額

交通機関利用の場
合の支給限度額

自動車等利用の場
合の支給限度額

持ち家の場合の支
給額（新築から５
年経過まで）

住居手当

通勤手当

13,000円

6,000円

6,500円

11,000円

5,000円

5,000円

27,000円

2,500円

55,000円

24,500円

㈬時間外勤務手当     （平成18年４月１日現在）

勤続25年

33.500月分

41.340月分

勤続30年

41.500月分

50.700月分

最高限度（35年以上）

47.500月分

59.280月分

�３.職員給与費の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（平成18年度一般会計当初予算）

※特別職の給料・手当は含みません。職員手当には、退職手当は含みません。（水道・下水道会計は含みません。）

職員数
（Ａ）

64人

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

給与費

243,694千円 24,839千円 99,885千円

１人当たりの給与費

368,418千円 5,756千円

�２.一般行政職における平均給料月額及び平均年齢状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成18年4月１日現在）

区分

八郎潟町

平均給料月額

317,900円

平均年齢

45.5歳

�４.初任給の状況（平成18年4月１日現在）
区分

一般行政職

大学卒

短大卒

高校卒

170,200円

151,000円

138,400円

183,800円

164,900円

148,000円

決定初任給 採用２年経過日給料額

�５.経験年数別・学歴別平均給料月額　　　　　　　　　　　　（平成18年4月１日現在）
区分

一般行政職

勤務時間

休憩時間

免職

０人

休職

０人

降任

０人

降給

０人

計

０人

免職

０人

停職

０人

減給

０人

戒告

０人

計

０人

午前８時30分～午後５時15分

午後０時～０時45分

大学卒平均給料

高校卒平均給料

区分

標準的な職務内容

職員数

構成比

1級

主事

10人

14.5%

2級

主任

11人

16.0%

3級

係長

20人

29.0%

4級

課長補佐

18人

26.1%

5級

主幹

5人

7.2%

6級

課長

5人

7.2%

合計

69人

100.0%

228,300円

205,700円

経験年数10～15年未満

－

251,100円

経験年数15～20年未満

－

281,700円

経験年数20～25年未満

－

316,200円

経験年数25～30年未満

�６.一般行政職の級別職員数        （平成18年4月１日現在）

�◎勤務時間等
平均取得日数

�◎有給休暇取得状況
（平成17年１月１日から12月31日まで）

取得者数

�◎育児休業取得状況（平成17年度）

取得者数

�◎介護休暇取得状況（平成17年度）

取得者数

12.5日 勤務条件に関する措置の要求の状況

不利益処分に関する不服申立ての状況

�◎公平委員会の報告事項　　　　  （平成17年度）

件数

０件

０件

1人

0人

0人

�◎看護休暇取得状況（平成17年度）

取得者数 １人

�◎産前産後休暇　   （平成17年度）

�◎分限処分者の状況　  　　　　　　　　（平成17年度）

�◎懲戒処分の状況　　　　　　　　        （平成17年度）

7.2%6級

5級

4級

3級

2級

1級

◎職員の福祉及び利益の保護の状況
 ○職員の福祉の状況
　・八郎潟町安全衛生管理規定（職員健康診断）
　・共済保険（秋田県市町村職員共済組合）
　・互助会（秋田県市町村職員互助会、町職員互助会）
　　互助会の主な事業内容
　　祝金（結婚・小学校入学）、弔慰金、人間ドック助成金

7.2%

26.1%

29.0%

16.0%

14.5%

5% 10% 15%

一般行政職の級別の割合

20% 25% 30%

区分

公務災害

通勤災害

�◎公務災害の認定状況
                 （平成17年度）

区分 件数

０件

１件
市町村職員
自治研修

係長研修

主事研修

受講者数

１名

１名

�◎研修受講状況     （平成17年度）
研修区分
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第
６
回

　
全
町
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

　
　
５
区
町
内
会
が
優
勝

お
い
し
く
食
べ
て
　
Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
生
ご
み
処
理
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
〜
巻
き
ず
し
講
習
会
も
開
催
〜

　
10
月
６
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
約
１
５
０
人
が
集

ま
り
、
恒
例
の
第
８
回
八
郎
潟
町
高

齢
者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、「
貧
し
く
、
お
か
し

な
、
あ
の
こ
ろ
の
話
」
と
題
し
、
中

央
さ
わ
や
か
教
室
主
任
専
任
指
導
員

古
谷
次
男
さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　
第
二
部
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
民
生
委
員

な
ど
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
、
合
唱
、

歌
、
踊
り
、
民
謡
な
ど
多
数
の
催
し

が
行
わ
れ
、
高
齢
者
の
方
々
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
11
日
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
生
ご
み
処
理

講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
約
30
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
町
内
の
猿
田
節
子
さ

ん
と
佐
々
木
リ
ヱ
子
さ
ん
が
講
師
と

な
り
、
巻
き
ず
し
と
芋
の
子
汁
の
調

理
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
習
後

に
は
、
試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
Ｅ
Ｍ
菌
に
よ

る
生
ご
み
処
理
講
習
会
が
行
わ
れ
、

県
の
担
当
者
か
ら
ゴ
ミ
の
現
状
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
、
続
い
て
、
町
内

で
Ｅ
Ｍ
菌
を
利
用
し
て
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
　
ガ
ッ
ツ
　
エ
コ
班
代

表
　
野
原
千
代
さ
ん
が
自
分
の
実
践

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ｅ
Ｍ
処
理
用
バ
ケ
ツ
の

生
ゴ
ミ
処
理
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
作
り

方
の
実
地
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
Ｍ
菌
は
、
役
場
に
お
い
て
無
料
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
処
理
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
町

民
生
活
班
（
1
８
７
５
―
５
８
０
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲３位入賞を果たした第５分団

▲小野　　渚さん

▲川村秀雄さん

▲３位入賞を果たした第５分団

第
８
回
八
郎
潟
町
高
齢
者
福
祉
大
会

　
　
高
齢
者
の
み
な
さ
ん 

ハ
ッ
ス
ル
！
ハ
ッ
ス
ル
！

　
10
月
15
日
、
第
６
回
全
町
ミ
ニ
テ
ニ

ス
大
会
が
町
民
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
近
年
老
若
男
女
問

わ
ず
に
手
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
と

し
親
し
ま
れ
て
お
り
、
本
町
で
も
今
年

は
10
町
内
会
、
15
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◎
優
　
勝
　
　
５
区
町
内
会

　
◎
準
優
勝
　
　
31
区
町
内
会

　
◎
３
　
位
　
　
７
区
Ａ
チ
ー
ム

わ
た
し
の
主
張
２
０
０
６

　
第
28
回
少
年
の
主
張
秋
田
県
大
会

八
中
３
年
生 

小
野
渚
さ
ん
２
年
連
続
優
秀
賞
を
受
賞

第
６
回

　
全
町
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

　
　
５
区
町
内
会
が
優
勝

川
村
秀
雄
さ
ん
（
夜
叉
袋
中
羽
立
）

　
中
学
校
に
書
籍
を
寄
贈

　
９
月
29
日
、
湯
沢
市
湯
沢
南
中
学

校
で
、
わ
た
し
の
主
張
２
０
０
６
　

第
28
回
少
年
の
主
張
秋
田
県
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
次
代
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
、
理
論
的
に
物
事

を
考
え
る
力
や
自
分
の
主
張
を
正
し

く
理
解
し
て
も
ら
え
る
力
、
広
い
視

野
と
柔
軟
な
発
想
や
創
造
性
な
ど
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

育
む
も
の
で
す
。

　
大
会
は
、
全
県
の
中
学
校
を
対
象

に
募
集
し
、
応
募
さ
れ
た
中
か
ら
10

編
が
入
選
さ
れ
た
も
の
で
、
小
野
渚

さ
ん
は
そ
の
10
編
の
中
か
ら
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
小
野
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
本

を
読
む
の
が
好
き
で
、
中
学
校
に
入
っ

て
か
ら
は
、
特
に
小
説
を
好
ん
で
多

く
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
好
き
な
本
を
た
く
さ

ん
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
い
し
く
食
べ
て
　
Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
生
ご
み
処
理
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
〜
巻
き
ず
し
講
習
会
も
開
催
〜

１．ゴミ袋に名前を記入していただきます。
　（ゴミ袋を購入したら、すぐに名前を書きましょう）
２．プラスチック類は燃えるごみです。
３．金属類（お菓子の缶、ミルクの缶、スプレー缶、フライパン、
　　なべ類）は、資源ごみです。
※特に、第２水曜日の「燃えないごみ」の日に、資源ごみの金属類
をまちがえて捨てる方が多いようです。ご注意ください。
　また、「燃えないごみ」の日に、燃えるごみなどいろいろなゴミを、
混ぜて捨ててあります。
　このように、ルールを違反して、違うゴミを捨てると、処理場で
手間がかかり、ごみ収集の金額がかさむことになり、町民の皆様の
負担が増えることになります。ゴミの分別はきちんと行いましょう。
※他人のごみ袋を開けて、ごみを入れる人がいて困るという苦情が
寄せられています。

４月からゴミの分別方法が変わっております

▲参加者の皆さんがEMぼかし作りを体験

▲老人クラブ連合会によるどら声合唱団

　
10
月
13
日
、
川
村
秀
雄
さ
ん
よ
り

植
物
、
動
物
、
歴
史
な
ど
の
書
籍
１

０
０
冊
が
八
郎
潟
中
学
校
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
川
村
さ
ん
は
本
が
好
き

で
、
自
分
が
読
ん
だ
も
の
を
、
子
ど

も
た
ち
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
こ
の
た
び
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
は
、
図
書
室
で

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
日
市
盆
踊
り
出
演

合
同
金
婚
式

一
日
市
盆
踊
り
出
演

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
２
０
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

合
同
金
婚
式

環
八
郎
湖
・
流
域
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
パ
ー
ト
８

　
　
　
〜
第
23
回
八
郎
湖
の
水
を
考
え
る
集
い

　
11
月
２
日
か
ら
５
日
、
福
島
県
富

岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
２
０
０

６
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
開

か
れ
、
本
町
の
八
中
１
年
生
村
井
拓

朗
さ
ん
、
甲
谷
望
さ
ん
が
Ｕ
―
15（
中

１
・
中
２
）
男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
井
さ
ん
と
甲
谷
さ
ん
は
、
昨
年

行
わ
れ
た
第
14
回
全
国
小
学
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
で
ベ
ス
ト
８

以
内
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
参
加
資

格
を
得
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
海
外
か
ら
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
各
国
の
10

カ
国
か
ら
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

　
２
人
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
国
際

大
会
と
な
り
ま
す
が
、
力
を
十
分
発

揮
し
て
、
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
15
日
、町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
環
八
郎
湖
・
流
域
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ

ム
パ
ー
ト
８
〜
第
23
回
八
郎
湖
の
水
を

考
え
る
集
い
〜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、大
久
保
小
学
校
鹿
渡
小
学
校

の
八
郎
湖
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。基
調
講
演
で
は
、「
歴
史
に
学
ぶ
湖
沼

生
き
生
き
論
〜
ど
の
よ
う
に
再
生
を
す

す
め
る
か
〜
」と
題
し
、有
限
会
社
霞
ヶ

浦
生
態
系
研
究
所
長
で
漁
師
も
し
て
い

る
濱
田
篤
信
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
人
と
湖
と
の
つ
な
が
り
を

取
り
戻
す
た
め
に
〜
“
泳
げ
る
八
郎
湖
”

と
”魚
が
あ
ふ
れ
る
八
郎
湖
“〜
」と
題

し
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
県
立
大
学
生
物
資
源
科
学

部
准
教
授
の
谷
口
氏
、パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
金
森
水
産 

代
表
取
締
役 

金
森
氏
、八

郎
湖
増
殖
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長 

櫻
庭
氏
、秋
田
淡
水
魚
研
究
会
代

表 

杉
山
氏
、、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
サ
ザ
基
金

代
表
理
事 

飯
島
氏
の
４
氏
、ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
基
調
講
演
を
し
た
濱
田
氏
が
つ

と
め
、防
潮
水
門
に
つ
い
て
な
ど
の
意
見

が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
町
の
Ｃ
Ｍ
が
つ
い
に
完
成
!!

　
本
町
の
Ｃ
Ｍ
制
作
は
、町
広
報
で
募
集
し

た
ス
タ
ッ
フ
18
人
で
７
月
か
ら
制
作
を
始
め
、

テ
ー
マ
を「
一
日
市
盆
踊
り
」と
し
約
３
ヵ
月

を
か
け
制
作
し
ま
し
た
。そ
し
て
、10
月
16
日

に
は
町
関
係
者
の
試
写
会
を
行
い
、よ
う
や

く
完
成
、秋
田
朝
日
放
送
へ
提
出
い
た
し
ま

し
た
。

　
審
査
会
は
、
11
月
22
日
に
秋
田
テ
ル
サ
で

開
催
さ
れ
、
12
月
４
日
に
秋
田
朝
日
放
送
で

放
送
さ
れ
ま
す
。町
民
の
皆
様
、楽
し
み
に
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

来
て
み
て
秋
田 

全
県
商
工
会
お
も
て
な
し
ま
つ
り

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
２
０
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
10
月
21
日
、
大
仙
市
大
曲
小
学
校
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
、
全
県
商
工
会
お
も
て
な
し
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

本
町
の
一
日
市
盆
踊
り
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
全
県
商
工
会
お
も
て
な
し
ま
つ
り
で
は
、
全
県
の
商

工
会
に
よ
る
地
域
の
特
産
品

の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
県
内
三
大
盆

踊
り
が
集
結
し
、
毛
馬
内
盆

踊
り
、
西
馬
内
盆
踊
り
の
出

演
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
、
踊
り
子
20
人
、

お
囃
子
12
人
が
参
加
、
踊
る

踊
り
を
印
象
づ
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

一
日
市
盆
踊
り
出
演

Ｕ
―
15（
中
１
・
中
２
）
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス

本
町
八
中
１
年
生 

村
井
拓
朗
さ
ん
、甲
谷
望
さ
ん
が
出
場

　
10
月
25
日
、
平
成
18
年
度
合
同
金
婚
式
が
八
郎
潟
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昭
和
31
年
に
結
婚
さ
れ
、
今
年
め
で
た
く

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
７
組
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
出
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
に
寿
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
、
土
橋
町
長
が
挨
拶
、
小
野
町
議
会
副
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
を
代
表
し
て
畠
山
稜
一
さ
ん
が
「
結
婚
し
て
50
年
、

戦
後
の
激
動
期
、
厳
し
い
試
練
を
２
人
で
助
け
合
い
苦

難
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
で
夫
婦
の
絆
が
一

層
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
、

健
康
に
恵
ま
れ
、
夫
婦
と
し
て
人
並
み
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
今
日
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

多
く
の
先
輩
、
友
人
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
の
お
か
げ

の
賜
物
と
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今

後
も
夫
婦
と
も
に
助
け
合
い
、
さ
さ
や
か
で
も
郷
土
発

展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
祝
宴

が
行
わ
れ
、
共
に
歩
ん

で
き
た
50
年
の
の
思
い

出
に
会
話
が
弾
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
余
興

と
し
て
民
謡
久
謡
会
八

郎
潟
教
室
の
皆
さ
ん
よ

り
お
祝
い
の
民
謡
が
披

露
さ
れ
、
出
席
さ
れ
た

ご
夫
婦
の
皆
さ
ん
は
こ

の
良
き
日
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度

合
同
金
婚
式

環
八
郎
湖
・
流
域
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
パ
ー
ト
８

　
　
　
〜
第
23
回
八
郎
湖
の
水
を
考
え
る
集
い

秋
田
朝
日
放
送

　「
あ
き
た
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
２
０
０
６
」

▲甲谷望さん（左）と村井拓朗さん（右）

▲金婚式を迎えられた皆さん
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作付面積２ha未満の方で
　　　農業所得簡易計算（農業所得標準）で
　　　　　　　　確定申告をされている皆様へ
　　
　平成19年分の確定申告から、農業所得簡易計算（農業所得標準）
が廃止されます。
　※農業所得簡易計算の廃しに伴い、農産物の家事消費等の目安とな
る金額についても、平成19年分から廃止されます。
　今後は、すべて収支計算による申告が必要となります。
◎収支計算とは
　農業所得の計算は、他の事業所得と同様に、収支金額から必要経費
を差し引いて所得金額を算定する収支計算が原則です。　
　　　収入金額　－　必要経費　＝　所得金額
◎収支計算を行うには
　収入金額の分かる書類と必要経費の分かる書類から日々記録し、そ
れを科目（収入、肥料費、農薬費など）ごとに１年間の集計を行い、
これらに関する書類を保存する必要があります。
◎保存する書類
＜収入金額の分かる書類＞
　　…出荷伝票、納品書（控）、仕切書など
＜必要経費の分かる書類＞
　　…請求書、納品書、領収書など
　※このほかに、販売代金の入金や肥料代金のなどが引き落とされる
口座の通帳や、農産物の出荷や購買代金の明細書なども必要です。　

収支計算移行説明会
　収支移行説明会を次により開催いたしますので、是非ご出席くださ
ようお願いします。
　◎日時　11月16日（木）　午後１時30分～
　◎場所　八郎潟町役場　３階会議室
※問い合わせ先　　
　秋田北税務署　1845－1753　　役場総務課税務班　1875－5807

建物を壊したら　まず届出を
　住宅や倉庫など建物を取り壊したら役場総務課税務班へご連絡くだ
さい。
　取壊しの届けがない場合は確認できないこともあり、翌年も課税さ
れることになりかねませんので、届出してください。
　また、建物を新築又は増改築するために、今まであった建物を取り
壊した場合は、新築または増改築の評価の時に取壊し確認を行ってお
りますが、この場合においても事前に連絡いただきますと、より確実
に取壊しの手続きができますのでご協力をお願いします。
　なお、登記にて滅失（取壊しの登記）されますと、役場総務課税務
班に連絡がきますので、現地確認ができます。
　特に、未登記家屋の場合で取壊しのみの場合は必ずご連絡ください。
　※問い合わせ先　役場総務課税務班　1875－5807

八郎潟町要保護児童対策地域協議会設立
　全国的に児童虐待などの重大な事件が後
を絶たない中、町では、今年９月「八郎潟
町要保護児童対策地域協議会」を設立し、
町の虐待を受けている子どもをはじめとす
る要保護児童を早期に発見し、適切な対応
するため関係機関とのネットワークを構築
したところです。
　町要保護児童対策地域協議会では、県児
童相談所、警察署、社会福祉協議会、民生
児童委員協議会、教育委員会、人権擁護委
員、保育園、幼稚園、小学校、中学校、役
場町民福祉課、保健センターからなる委員
で構成され、今月９日第１回目の会議を予
定しております。
　今までは、相談窓口が一本化されていな
かったことから、このたびの協議会設立を
機に、通報窓口を八郎潟町保健センターと
しましたので、もし、虐待などのケースが
ありましたら、通報くださるようお願いし
ます。
◎通報窓口
　【八郎潟町保健センター℡1875－2800
～11月は児童虐待防止推進月間～

　11月は児童虐待防止推進月間となって
おります。
　児童虐待に関する相談件数は依然として
増加しており、特に子どもの生命が奪われ
るなど重大な事件も後を絶たない状況にお
いて、児童虐待問題は、社会全体で早急に
解決すべき重大な課題となっています。こ
のようなことから、平成16年度から児童
虐待防止法が施行されたものです。11月
を「児童虐待防止推進月間」と定めたもの

福祉医療制度について

　福祉医療制度に該当する方には、申請に
より「福祉医療費受給者証」を交付します。
　診療を受ける際、健康保険証と一緒に医
療機関の窓口に提出すると、保険診療の自
己負担を支払わずに診療をうけることがで
きます。ただし、乳幼児福祉医療制度に該
当している方は、保険診療の自己負担分を
一部支払っていただくことがあります。

（１）乳幼児
・０歳児から未就学時まで（満６歳の誕生日以降の最初の３月31日まで）

※福祉医療制度は、受給資格があっても申請しなければ適用となりません。�    

該当する方は、次により申請してください。�    

■申請に必要なもの　・健康保険証　・老人医療受給者の方はその受給者証　・印鑑　・身体障害者手帳または療育手帳�   

◎問い合わせ先　役場町民福祉課保健医療班　1875-5813

・０歳児及び市町村民税非課税世帯の未就学児の通院・入院は無料
・市町村民税課税世帯は、所得制限があり一定の所得を超える場合は該当しないが、町
　の単独事業で該当になる。
・自己負担は、１医療機関（総合病院は１診療科）あたり月額1,000円� 

（２）ひとり親家庭（18歳に達した最初の３月31日まで）
・ひとり親児童
・父母のいない児童
・父または母が１級～２級程度の身体障害者手帳を持つ家庭の児童� 

・所得制限あり
・対象者が社会保険本人※の場合は該当しません。

（３）重度心身障害児・重度心身障害者
・身体障害者手帳１～３級を持っている方・療育手帳Ａをもっている方

・対象者が社会保険本人※の場合のみ所得制限あり

（４）高齢身体障害者
・65歳以上
・身体障害者手帳４～６級を持っている方

・所得制限あり
・対象者が社会保険本人※の場合は該当しません。�  

(対象になる方)
年齢・要件 備　　考
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「
筋
筋
く
ら
ぶ
」（
転
倒
予
防

教
室
）を
開
催
し
て
い
ま
す

国民健康保険者医療費と町の医療費状況
国保医療費（平成18年８月分） （単位：円）

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県

�一般分� 退職分� 老人分�全体（平均）

�18,660� 33,532� 66,348� 34,572

�19,888� 32,336� 69,371� 35,742

�18,898� 30,697� 61,435� 32,894

医　療　圏　内
（南秋・秋田・男鹿・川辺）

事業名 対象者 場　所

保健センター

保健センター

時　間日・曜日

午前８時40分
　　～11時30分

７日（火）

８日（水）
24日（金）

平成15年４月生
平成15年５月生
平成15年６月生

三歳児健康診査

妊婦相談
母子手帳発行

母子手帳の必要
な妊婦

午後１時～
　１時30分受付

保健センター９日（木）
乳児をもつ母親
・祖母

ひよこ教室
午前10時
　　　～正午

保健センター10日（金）
糖尿病の運動指導
に関心のある方

糖尿病教室
午前10時
　　～11時30分

保健センター21日（火）
糖尿病の食事に
関心のある方

糖尿病教室
午後１時30分～
　　　３時30分

保健センター28日（火） 平成18年７月生ＢＣＧ接種
午後０時30分～
　１時15分受付

保健センター28日（火）
平成17年12月生
平成18年３月生
平成18年７月生

乳児健康診査
午後１時～
　１時30分受付

月の保健衛生事業11

平
成
18
年
度
下
半
期（
11
月
〜
３
月
）

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種
・
母
子
手
帳
発
行
日
程

献
血
車(

成
分
）が
来
町
し
ま
す

皆
様
の
ご
協
力
を
!!

　
輸
血
用
血
液
が
全
国
的
に
不
足
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
血
液
は
輸
血
を
中
心
と
し
た
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。
次
の
日
程
で
献

血
車
が
来
町
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

成
分
献
血

◎
日
時
　
11
月
13
日（
月
）午
前
　

◎
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
要
予
約
で
す
の
で
ご
協
力
頂
け
る

方
は
11
月
10
日（
金
）ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー（
1
８
７
５
¦
２
８
０
０
）へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
血
糖
値
の
高
い
方
、
ま
た
は
そ
の

家
族
の
方
を
対
象
に
糖
尿
病
教
室
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
月
は
次
の

日
程
で
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
　
11
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

運
動
編
　
「
家
で
も
楽
し
く
簡
単
に

で
き
る
運
動
」

◎
日
時
　
11
月
21
日（
火
）  

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

食
事
編

「
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば
い
い
か
」 

◎
会
場
は
、
い
ず
れ
も
町
保
健
セ
ン

タ
ー
で
す
。

　
い
き
い
き
と
元
気
で
く
ら
せ
る
よ

う
に
、
町
で
は
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
「
筋
筋
く
ら
ぶ
」
（
転
倒
予
防

教
室
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
家
の

中
で
も
、
簡
単
に
楽
し
く
行
う
こ
と

が
で
き
る
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
体

操
で
す
。

　
最
近
、
運
動
不
足
の
方
、
体
力
が

落
ち
て
き
た
方
、
ち
ょ
っ
と
し
た
と

こ
ろ
で
つ
ま
づ
き
や
す
い
方
、
次
の

と
お
り
町
内
４
会
場
で
実
施
し
ま
す

の
で
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

★
心
の
健
康
相
談
日
の
お

知
ら
せ

　
町
で
は
心
の
健
康
相
談
に

応
じ
ま
す
。心
の
健
康
や
認
知

症
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
、

自
分
や
家
族
に
悩
み
や
不
安

の
あ
る
方
は
是
非
、お
い
で
く

だ
さ
い
。精
神
科
の
医
師
が
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
日
時
　
11
月
29
日（
水
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

◎
会
場
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
1
８
７
５
¦
２
８
０
０

「
筋
筋
く
ら
ぶ
」（
転
倒
予
防

教
室
）を
開
催
し
て
い
ま
す

寿山荘

弁天荘

保健センター

11月１日（水）

午前10時～

11月２日（木）
午後１時30分～

11月７日（火）
午前10時～

11月14日（火）
午前10時～

11月17日（金）

午後１時30分～

11月20日（月）
午後１時30分～

11月22日（水）
午後１時30分～

12月７日（木）
午後１時30分～

12月１日（金）

午後１時30分～

12月５日（火）
午前10時～

12月６日（水）
午前10時～

12月22日（金）
午後１時30分～

会　場 日　　　時

事業名

乳児健診

午後１時～
１時30分

午後０時
　　30分～
１時15分

午前８時
　　40分～
11時30分

母子手帳の
必要な妊婦

11月28日（火）

12月19日（火）

１月23日（火）

２月26日（月）

３月27日（火）

１月30日（火）

11月７日（火）

２月６日（火）

12月８日（金）

11月28日（火）

12月19日（火）

１月23日（火）

２月26日（月）

３月27日（月）

11月８日（水）
24日（金）

平成17年12月生
平成18年３月生
平成18年７月生

平成18年１月生
平成18年４月生
平成18年８月生

平成18年２月生
平成18年５月生
平成18年９月生

平成18年３月生
平成18年６月生
平成18年10月生

平成18年４月生
平成18年７月生
平成18年11月生

平成17年
４月～６月生
平成15年
４月～６月生
平成15年
７月～９月生
平成16年
１月～６月生

平成18年７月生

平成18年８月生

平成18年９月生

平成18年10月生

平成18年11月生

12月６日（水）
22日（金）

１月10日（水）
25日（木）

２月２日（金）
22日（木）

３月２日（金）
28日（水）

１歳６ヵ月児健診

３歳児健診

BCG接種

２歳児歯科健診

母子手帳
発行日

◎場所はすべて町保健センターです。

月日・曜日 受付時間 対象児

乳
幼
児
健
診

予
防
接
種

高岡コミュニティ

センター

「筋筋くらぶ」（転倒予防教室）日程表

1875－2800
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〜
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
　

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
〜

資源ごみ還元事業
平成18年10月分の資源ごみは次のとおりです。

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

円

円

日
曜
日
の
臨
時
納
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す
！

き
み
お
い
ず
は
な
の
ご
と
し

お
も
い

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
し
、

　
　
将
来
の
年
金
受
給
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
〜
年
金
記
録
相
談
の
特
別
強
化
体
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
〜

〜
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
　

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
〜

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
（
非
課
税
）
の

対
象
で
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
額
を
申
告
す
る
際
に
は
、
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
は
、
11
月

上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
秋
田
社
会
保
険
事
務
所

　
1
８
６
５
｜
２
３
９
０
・
２
３
９
９

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
し
、

　
　
将
来
の
年
金
受
給
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
〜
年
金
記
録
相
談
の
特
別
強
化
体
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
〜

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
９
年
１
月
に
年
金
制
度
間
に
共
通
す
る
「
基
礎
年

金
番
号
」
を
導
入
し
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
等
の

年
金
手
帳
記
号
番
号
を
基
礎
年
金
番
号
に
収
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
年
金
制

度
を
通
じ
た
記
録
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す

　
基
礎
年
金
番
号
が
お
分
か
り
の
方
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
年

金
加
入
記
録
閲
覧
の
お
申
込
み
が
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.sia.g
o.jp/

）

�
お
電
話
で
お
申
込
み
で
き
ま
す

　
基
礎
年
金
番
号
が
お
分
か
り
の
方
は
、
本
人
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
、
年
金

加
入
記
録
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
1
０
５
７
０
｜
０
５
｜
１
１
６
５
）

�
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　
基
礎
年
金
番
号
が
お
分
か
り
で
な
い
方
で
も
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
秋
田
社
会
保
険
事
務
所

年
金
課
（
1
８
８
３
｜
１
６
７
０
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
秋
田
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
相
談
者
の
利
便
性
を
考
え
、
日
曜
日
に

お
住
ま
い
先
付
近
に
職
員
を
派
遣
し
て
、
次
の
と

お
り
国
民
年
金
保
険
料
臨
時
納
付
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
相
談
者
へ
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
国
民
年
金
保
険

料
集
合
徴
収
（
年
金
相
談
）
案
内
状
」
を
郵
送
い

た
し
ま
す
。

　
相
談
会
で
は
保
険
料
の
領
収
は
も
ち
ろ
ん
、
保

険
料
の
分
割
納
付
相
談
、
保
険
料
免
除
申
請
な
ど

に
応
じ
ま
す
の
で
、
案
内
状
が
届
い
た
方
は
是
非

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
　
11
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◎
会
場
　
五
城
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
1
８
６
５
¦
２
３
９
０

・
束
の
間
の
幸
せ
と
言
う
不
幸
か
な

・
衣
更
え
昨
日
と
違
う
身
の
こ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
習

・
紫
陽
花
の
衣
更
え
し
て
夏
盛
り

・
化
学
調
味
は
昔
の
味
を
忘
れ
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
人

・
可
も
不
可
も
無
頓
着
で
す
衣
更
え

・
景
気
よ
い
コ
ト
バ
に
潜
む
化
の
皮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迂
　
人

・
「
君
不
老
花
如
」
想
す
こ
ー
し
書

　
い
て
見
る

・
林
檎
な
る
リ
ン
ゴ
の
唄
を
口
ず
さ

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
一

・
お
出
か
け
？
と
声
か
け
ら
れ
る
衣

　
更
え

・
う
し
の
日
に
う
な
ぎ
を
食
べ
て
元

　
気
で
す
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
香

・
暑
い
夏
す
ぎ
て
秋
風
衣
更
え

・
化
粧
し
て
若
返
り
た
く
て
頬
な
で

　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
　
月

・
化
学
文
化
生
と
死
と
の
抱
き
合
せ

・
衣
更
え
心
新
に
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
風

資源ごみ還元事業

10月分
段ボール

3,380 10,710 6,140 1,790 2,000 99,174

29,340 89,950 53,440 18,120 9,350 794,599

新　　聞 雑　　誌 缶　　類 ペットボトル 積立金

累　計

平成18年10月分の資源ごみは次のとおりです。

日
曜
日
の
臨
時
納
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す
！

　足の不自由な方、歩行が困難な方でも「朝
夕の散歩や買い物などに利用したい」その
ような方がおりましたら『セ二アカー』を
お使いになってみませんか。無料でお貸し
します。
　ただし、安全にご利用していただくために、
運転の諸注意また、多少の自己負担（保険
料等）があります。
　なお、希望多数の場合は、選考のうえ決
めさせていただきます。
◎申込期限　　11月10日（金）まで
◎申込及び問い合わせ先
　町社会福祉協議会　法人運営班
　1875－3871

高齢者用電動車椅子『セ二アカー』
無料貸し出しのお知らせ
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※飲酒運転による違反（酒酔い・酒気帯び）は１件１点
　飲酒運転による事故の負傷は１件３点、死亡８点、
　その他死亡事故は１件３点で換算しています。

負傷 死亡

９月中

９月まで
の 累 計

計

事 故 件 数
平成１8年

区　分

酒

酔

い

酒
気
帯
び

前
年
同
期
順
位

順
　
　
　
　
位

飲酒運転追放等の

競争実施中

全 県�（25市町村中)�８月末�17位�→９月末�17位
男鹿・潟上・南秋�（６市町村中)�８月末�４位�→９月末�４位

八郎潟町の順位（９月末）

　
人
に
は
皆
、
他
人
の
不
幸
を
平
気

で
見
て
い
る
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
心

が
あ
る
も
の
で
す
。

　
今
不
意
に
し
て
幼
児
が
川
に
落
ち

よ
う
と
す
る
の
を
見
た
場
合
、
誰
で

も
皆
、
は
っ
と
驚
き
お
そ
れ
、
痛
み

あ
わ
れ
む
心
を
起
こ
し
そ
れ
を
助
け

よ
う
と
す
る
。
そ
の
行
為
は
、
助
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
幼
児
の
父

母
に
交
際
を
求
め
よ
う
な
ど
と
す
る

た
め
で
も
な
く
、
ま
た
、
町
内
や
友

達
に
人
命
救
助
の
名
誉
と
し
て
誉
め

て
も
ら
う
た
め
で
も
な
く
、
た
だ
、

自
分
か
ら
進
ん
で
見
て
お
ら
れ
な
い
、

い
わ
ゆ
る
忍
び
ざ
る
の
心
か
ら
の
考

え
で
行
動
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
に
お
い
て
、
あ
の
豪

雪
の
際
に
、
人
の
心
を
和
ま
せ
る
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
お
に

ぎ
り
」
と
い
う
誠
に
嬉
し
い
記
事
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
十
九
区
町
内
の
お
母
さ
ん
達
が
、

記
録
的
な
大
雪
で
、
国
道
の
車
が
何

時
間
も
動
か
な
い
こ
と
に
気
付
き
、

自
発
的
に
、
寒
い
だ
ろ
う
、
お
な
か

が
す
い
た
だ
ろ
う
、
な
ど
見
る
に
忍

び
な
い
誠
の
心
か
ら
の
行
動
。
そ
の

こ
と
が
魁
新
報
社
の
新
聞
記
事
に
報

道
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
読
者
に
感

動
を
与
え
、
「
読
者
が
見
つ
け
た
幸

せ
な
記
事
」
（
四
月
六
日
）
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
般
、
文
芸
春
秋
社
よ
り

「
心
が
ぽ
か
ぽ
か
す
る
ニ
ュ
ー
ス
」

と
し
て
一
冊
の
本
（
八
月
十
日
）
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
今
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
明

る
さ
が
失
わ
れ
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、

本
町
の
有
志
の
方
々
の
す
ば
ら
し
い

行
為
は
誇
り
得
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
お
互
い
物
の
豊
か
さ
を
求
め
る
こ

と
な
く
、
心
の
豊
か
さ
を
求
め
、
明

る
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
犠

牲
を
惜
し
ま
な
い
人
に
な
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

（
絵
＝
安
田
敏
雄
）

・
・
・
・
・
・
・

　
夕
暮
れ
時
は
、
一
日
の
仕
事
の
疲
れ
な
ど
で
集
中
力
が
低
下
す
る
こ
と
や
、

周
り
の
薄
暗
さ
で
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
発
見
が
遅
れ
、
交
通
事
故
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
灯
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
の
発
見
を
早
め
る
と
と
も
に
、
自

分
の
車
の
存
在
を
早
く
知
ら
せ
て
相

手
に
注
意
を
促
す
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
運
転
者
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
安
全
に
停

車
で
き
る
速
度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
利
用
者
の
方
は
、
車
の
運

転
者
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
自
転
車

の
前
後
や
横
に
反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

◎
車
の
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
、

前
車
や
対
向
車
が
な
い
時
は
上
向
き

走
行
を
。

◎
夕
暮
れ
時
は
、
車
か
ら
歩
行
者
が

見
え
ま
せ
ん
。

◎
自
転
車
の
ラ
イ
ト
は
、
必
ず
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。
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字
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・
日
本
機
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札

の

結
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「

忍

び

ざ

る

の

心

」
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夕
暮
れ
は 

歩
行
者 

自
転
車
に 

気
を
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
ラ
イ
ト
は
早
め
に
つ
け
ま
し
ょ
う
〜
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役場直通電話番号・メールアドレス

◆総　務　課
・総　務　班� 1875－5801
　soumu@town.hachirogata.lg.jp
・企画財政班� 1875－5802
　kikakuzaisei@town.hachirogata.lg.jp
・税　務　班� 1875－5807
　zeimu@town.hachirogata.lg.jp
・会　計　班� 1875－5804
　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆町民福祉課
・町民生活班
（窓口サービス担当）�1875－5805
（消防・交通・環境担当）�1875－5806
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp
・福祉介護班� 1875－5808
　fukushikaigo@town.hachirogata.lg.jp
・保健医療班� 1875－5813
　hokeniryou@town.hachirogata.lg.jp

◆産業建設課
・産業振興班� 1875－5803
　sangyou@town.hachirogata.lg.jp
・建　設　班� 1875－5809
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
・下 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆水　道　課
・上 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
・学校教育班� 1875－5812
　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp
・生涯学習班(公民館)�1875－5777
　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp
・国体班(ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸ)�1875－5500
　kokutai@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園� 1875－2734
　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局� 1875－5810
　gikai@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 1875－5800

弁天球場

至能代

交
通
規
制
区
域

テニス
コート

町民体育館

スパーク八郎潟

コンビニ

オリンピック
　　記念会館

◎内容
　家庭内の問題（夫婦・親子関係、
扶養、相続、遺言）、土地・建物・
金銭のもめごと、消費者金融問題、
交通事故（補償）等
◎日時　11月10日（金）
　　　　午前10時～午後３時
※当日随時受付し、順番に相談に応
じます。
◎場所　秋田簡易裁判所
◎問い合わせ先
　秋田簡易裁判所内　秋田調停協会
　1824－3121�

　当日は弁護士が相談にのります。
　予約制になっていますので、電話
で予約してくださるようお願いします。
◎相談日　
　11月24日（金）
　午後１時30分～２時30分
◎場所　
　青年婦人会館ロマンの里
◎予約及び問い合わせ先
　町社会福祉協議会　1875－3871

◆げんきっこ広場
◎日時　
　11月８日（水）、29日（水）
　午前10時～12時

◎会場　八郎潟町保健センター
◎対象　地域の乳幼児とおかあさん
　　　　　　（おばあさんもどうぞ）
※子どもさんを遊ばせながら、松ぽっ
くりや木の実で製作を楽しみましょう

◆保育園開放日
◎日時
　11月11日（土）、25日（土）
　午前９時30分～11時
　※保育園のおともだちと一緒に遊
　びましょう。
◎問い合わせ先
　八郎潟保育園　1875－5172

テーマ「地域づくり」について
◎日時　11月11日（土）
　　　　午後６時30分～
◎会場　ロマンの里
◎主催　町の将来を考える会
◎問い合わせ先
　児玉医院歯科　児玉亮
　1875－2092

　第62回国民体育大会ウエ
イトリフティング競技リハー
サル大会が開催されますので、
左図の区域で通行止めの交
通規制を行います。ご不便
をおかけしますが、ご協力
をお願いします。

　第62回国民体育大会ウエ
イトリフティング競技リハー
サル大会
◎開催
　11月２日（木）～５日（日）
◎会場
・第１会場
　　八郎潟中学校体育館
・第２会場
　　八郎潟町町民体育館
※町民の皆さんの多く声援
をお願いします。

◎採用種目　自衛官２等陸海空士
◎応募資格　平成19年４月１日現在、
　　　　　18歳以上27歳未満の男子
◎受付期間　
　平成18年12月４日（日）まで
◎試験日　１回目　11月13日（月）
　　　　　２回目　12月10日（日）
◎試験会場　陸上自衛隊秋田駐屯地
◎試験科目　国語・数学・社会・作
　　　　　　文（500字程度）・身
　　　　　　体検査及び面接
◎入隊日　平成19年３月下旬
◎受験案内及び問い合わせ先
　自衛隊秋田募集案内所
　1864－4929

◎期間　11月２日（木）～５日（日）
◎時間　午前７時～午後６時

交通規制図

地域子育て支援センター
 “はっぴい”からのお知らせ

法律無料相談所の開設

町長と語ろう３

第62回国民体育大会ウエイトリフティング
競技リハーサル大会交通規制のお知らせ

情報プラザ
無料調停相談会の開催 防衛庁採用試験のご案内
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（９月届出分）

◎健やかに

９・１�北嶋　　愛（あい）� 女

　　　　　（正典・裕子）�26区

９・13�齊藤　美羽（みう）� 女

　　　　　（伸哉・千夏）�22区

９・13�飯嶋　柑音（かのん）�女

　　　（英樹・千絵子）�神奈川県

◎ご冥福をお祈りします

８・31�安田　貞助（92歳）�31区

９・１�小野ハルヱ（86歳）�29区

９・２�畠山カ子ノ（87歳）�19区

９・18�伊藤　チヤ（94歳）�19区

９・20�齊藤ミサオ（80歳）�28区

９・21�齊藤　テリ（82歳）�22区

◇人口

� 当　月� 先月比�昨年比

男 3,323人（　０人）（－31人）

女 3,806人（－15人）（－59人）

計 7,129人（－15人）（－90人）

◇世帯数

　　2,467戸�（－８戸）(－13戸）

※住民基本台帳

◇出　生　  ３人（27人)〔28人〕

◇結　婚　  ０組（19組)〔11組〕

◇死　亡　  ６人（67人)〔66人〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

◇交通事故件数

　物損事故�５件（66件)〔77件〕

　人身事故�２件（12件)〔20件〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

　交通・労働・自然災害で、父又は
母を亡くし、又は、前記の災害で著
しい障害者となった父又は母をもつ
義務教育終了前の児童（以下「遺児」
という。）を養育しているもの（以
下「保護者」という。）に援護給付
金が支給されます。
　給付金は、県内に居住する遺児の
保護者に、次に揚げるものが支給さ
れます。
１．見舞金　災害で遺児となったとき、
　　遺児１人につき100,000円
２．入学祝金　遺児が小学校、中学
　　校（特殊学校を含む）に入学し
　　たとき、１人につき50,000円
３．激励金　
　　遺児１人につき年30,000円
４．卒業祝金　遺児が義務教育を終
　　了したとき、１人につき50,000円
（金額は平成16年４月１日から適用）
　なお、詳しいことは役場または財
団法人秋田県災害遺児愛護会にお問
い合わせください。
（TEL・FAX 864-2717）

　保険の請求がよくわからない、納
得いかない、事故の被害者または加
害者になって困ったなど、交通事故
でお困りの方はご相談ください。専
門の相談員が相談に応じます（電話
相談可）。相談料は無料です。
◎相談日時
　毎週月～金曜日（祝日除く）
　午前９時～12時、午後１時～５時
◎弁護士相談
　毎月第２・第４木曜日
　午後１時～４時（要予約・要面談）
　※12月のみ第２・第４木曜日
◎問い合わせ先
　（社）日本損害保険協会
　　秋田自動車保険請求相談センター
　　1823－5922�

◎日時　11月11日（土）
　　　　午後１時～４時
◎場所　県生涯学習センター
　　　（秋田市山王中島町１番１号）
　　　　1865－1171
◎相談内容
　土地の測量、境界問題、分筆、合筆、
地積更正、地目変更等の登記手続き
について
　建物の測量、新築、増築、滅失な
どの登記手続きについて
◎主催　
　秋田県土地家屋調査士会秋田支部
◎問い合わせ先（担当調査士）
　半田土地家屋調査士事務所
　1855－6555

　このたび、五城目町・八郎潟町・
井川町のご支援を頂き、湖東３町商
工会共通商品券を販売いたします。

◎販売開始日　11月１日～
◎商品券使用期間
　平成18年11月１日～
　　　　　　平成19年２月28日
◎10％プレミア付き商品券
　（例えば10,000円で11,000円の商
　品券がお手元に、購入限度額一人
　50,000円まで）

※商品券販売窓口
　・五城目町上町　
　　　今村薬局（くすりの今村）
　・五城目町下町　今彦呉服店
　・八郎潟町上町　柳田商店
　・八郎潟町夜叉袋　
　　　高原商店スタンド
　・井川町　ギフトのはんだ
　・湖東３町商工会
　　　五城目事務所、八郎潟事務所、
　　　井川事務所

◆
預
託
状
況
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八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
1
８
７
５
│
３
８
７
１

町のミニ統計（９月末現在）

災害遺児の保護者の方々へ 無料登記相談会のお知らせ

湖東３町商工会からお知らせ

　湖東３町商工会共通券販売

交通事故無料相談のご案内
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▲最上段の右から２番目が嶋崎さんです。

憲　

さ
ら

わ
ら
ば
ん
し

し
ょ
う
ふ
こ

あ
し

の
り

月の行事予定11
�２日(木)�・第62回国民体育大会
� �　ウエイトリフティング
� �　競技リハーサル大会
� �　　　　　　（～５日）

�８日(水)�・男鹿潟上南秋支部総合
� �　防災訓練

�14日(火)�・小学校就学児健康診断

�16日(木)�・幼稚園就園児健康診断

�22日(水)�・秋田朝日放送
� �　あきたふるさと手作り
� �　CM大賞審査会

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
ヵ

月
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
11
月
２
日
か
ら
５

日
ま
で
第
62
回
国
民
体
育
大

会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
本

町
の
八
郎
潟
中
学
校
体
育
館
、

町
民
体
育
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
着
々
と
準
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

は
な
か
な
か
見
る
機
会
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
こ
の

機
会
に
是
非
見
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。こ
の
大
会
は
、

全
国
か
ら
多
数
の
選
手
が
来

る
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
八

郎
潟
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
な

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
の

本
番
の
わ
か
杉
国
体
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
も
、
町
民
一

丸
と
な
っ
て
歓
迎
ム
ー
ド
を

つ
く
り
あ
げ
て
行
く
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
町
全

体
が
盛
り
上
が
れ
ば
、
全
国

か
ら
の
選
手
の
皆
さ
ん
も「
八

郎
潟
町
は
い
い
所
だ
な
」
と

記
憶
に
残
る
大
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
を
成
功
さ
せ
、
来
年
に
は

ず
み
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
相
撲
取
り
場
（
土
俵
）
が
で
き
て
、
神
主
さ
ん
や
町

長
さ
ん
、
馬
車
引
き
組
合
の
人
た
ち
等
が
い
っ
ぱ
い
集

ま
っ
て
、
お
祭
り
ら
し
い
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
私
達
が
、二
階
の
教
室
の
窓
か
ら
見
下
ろ
し
て
い
た
ら
、

神
様
よ
り
高
い
所
か
ら
見
下
ろ
す
事
は
良
い
事
で
は
な

い
か
ら
と
上
級
生
に
叱
ら
れ
て
窓
を
閉
め
ら
れ
、下
の
教

室
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。私
達
を
追
っ
た
上
級
生

は
、そ
の
ま
ま
二
階
か
ら
下
の
祭
り
を
見
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
上
級
生
も
す
ぐ
下
ろ
さ
れ
て
相
撲
を
取
ら
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
毎
日
晩
方
に
な
る
ま
で
、そ
れ
こ
そ
嫌
だ

な
ん
て
言
わ
せ
ず
に
相
撲
の
稽
古
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
走
る
の
が
速
い
子
達
は
、い
つ
の
間
に
か
、誰
に
言
わ
れ

た
か
知
ら
な
い
う
ち
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
用
の
ス
パ
イ
ク
を

履
い
て
短
距
離
や
リ
レ
ー
な
ど
の
練
習
を
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
皆
、
自
分
の
靴
を
買
っ
て
も
ら
っ

て
、持
っ
て
来
て
で
す
。こ
れ
も
大
変
な
こ
と
で
す
。ス
パ

イ
ク
の
革
靴
は
、一
足
毎
に
足
の
寸
法
を
取
っ
て
手
縫
い

だ
っ
た
た
め
非
常
に
高
価
で
、日
雇
い
や
地
主
の
田
を
小

作
し
て
い
る
よ
う
な
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、ち
ょ
っ

と
や
そ
っ
と
で
は
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
物
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。そ
れ
で
も
買
っ
た
り
貸
し
て
も
ら
っ
た

り
し
た
の
で
し
ょ
う
。と
に
か
く
選
手
達
は
皆
履
い
て
、先

生
も
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
持
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
字
の
上
手
な
畠
山
鋼
一
さ
ん
は
、条
幅
と
か
言
う
大
き

い
紙
で
書
道
の
腕
を
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　
林
先
生
は
武
内
先
生
よ
り
一
年
か
二
年
早
く
一
日
市

小
学
校
に
赴
任
し
て
来
ら
れ
た
先
生
で
、書
道
は
素
晴
ら

し
く
、自
分
の
受
け
持
ち
で
な
く
て
も
書
の
上
手
な
生
徒

に
は
、放
課
後
特
別
に
書
を
教
え
て
お
り
ま
し
た
。

　
上
町
商
店
街
の
伊
藤
旅
館
の
所
か
ら
お
寺
の
方
へ
向

か
っ
て
行
っ
て
す
ぐ
、左
手
に
曲
が
る
せ
ま
い
小
路
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
小
路
は
昔
か
ら
の
小
路
で
す
が
、
あ
の
頃

は
、そ
の
小
路
の
西
側
と
斉
藤
建
材
に
行
く
道
路
の
間
が

学
校
の
敷
地
で
、そ
の
一
番
東
側
の
角
、今
は
桜
庭
礼
吉
さ

ん
の
建
物
の
あ
る
所
に
、学
校
の
官
舎
の
よ
う
な
住
宅
が

あ
り
、そ
こ
に
林
先
生
が
ご
家
族
と
一
緒
に
住
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
林
先
生
は
学
校
の
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
書
道
の
補

習
を
し
て
、さ
ら
に
条
幅
を
稽
古
し
て
い
る
よ
う
な
子
を

夜
、自
宅
に
呼
び
集
め
て
書
き
方
を
教
え
始
め
ま
し
た
。学

校
で
放
課
後
に
も
書
き
方
を
教
え
、自
宅
に
帰
っ
て
か
ら

ま
で
教
え
る
と
い
う
事
は
休
む
間
も
な
い
よ
う
な
も
の

で
す
が
、先
生
に
と
っ
て
は
生
徒
が
上
達
し
て
い
く
の
を

見
る
事
が
ま
た
楽
し
み
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
部
会
の
運
動
会
や
展
覧
会
に
先
駆
け
て
、校
内
だ
け
の

発
表
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
、私
た
ち
絵
の
好

き
な
子
た
ち
も
、校
外
に
出
て
川
や
橋
、鉄
橋
や
舟
な
ど
を

写
生
し
た
自
信
作
を
出
品
し
ま
し
た
が
、と
て
も
と
て
も
、

仮
表
具
し
た
掛
け
物
の
書
を
見
て
驚
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。ど
こ
か
の
親
方
の
座
敷
の
床
の
間
に
下
げ
れ
ば
誰
も

子
ど
も
の
書
い
た
物
と
は
思
わ
な
い
よ
う
な
作
品
だ
っ

た
の
で
す
。

　
後
日
の
話
で
す
が
、五
城
目
小
学
校
で
開
か
れ
た
部
会

の
審
査
会
の
時
、こ
れ
は
生
徒
の
書
い
た
物
で
は
な
い
だ

ろ
う
と
文
句
を
つ
け
た
先
生
が
い
た
そ
う
で
す
が
、有
名

な
審
査
員
の
先
生
が「
い
や
、よ
く
見
れ
、一
人
一
人
の
生

徒
の
作
風
が
皆
別
々
で
、し
か
も
誰
も
他
人
の
手
の
入
っ

た
形
跡
の
な
い
立
派
な
作
品
だ
よ
。」と
褒
め
た
の
で
、他

の
先
生
か
ら
は
一
言
の
苦
情
も
な
く
、特
選
、入
選
を
浚
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。私
た
ち
の
絵
も
、私
を
除
い
て
は
皆

が
良
い
成
績
を
取
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、部
会（
湖
東
部
合
同
の
）の
運
動
会
の
日
が
近
づ

き
、私
た
ち
高
等
科
の
生
徒
は
体
操
場
に
皆
が
集
合
し
て

応
援
旗
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。普
段
使
っ
て
い
る
黄
色
が

か
っ
た
藁
半
紙
で
は
な
く
、真
っ
白
い
良
い
紙
を
二
枚
縦

長
に
糊
で
貼
り
、そ
れ
を
三
角
形
に
切
っ
て
水
色
で
縁
取

り
し
、中
に
は
赤
で「
フ
レ
フ
レ
一
日
市
」と
か「
一
日
市
ガ

ン
バ
レ
」等
と
応
援
の
言
葉
を
書
い
た
小
旗
を
、予
備
を
み

て
千
枚
も
作
る
の
で
す
。

　
木
炭
の
コ
ン
ロ（
七
輪
の
大
き
い
も
の
）に
火
を
起
こ
し

て
鍋
を
か
け
、水
と
正
麩
粉
を
入
れ
て
掻
き
回
し
て
い
る

と
糊
が
で
き
て
き
ま
す
。旗
の
柄
は
、潟
に
葦
が
た
く
さ
ん

生
え
て
い
た
の
で
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
・
一
日
市
＝
嶋
崎
　
利
雄（
つ
づ
く
）
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